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横須賀市教育委員会



◎ パブリック・コメント手続の結果について 

 

 

１ 意見募集期間 

令和３年（2021 年）12 月 10 日（金）から令和４年（2022 年）１月６日（木）まで 

 

 

２ 意見提出者数及び意見の件数 

（１）意見の提出者数：２人 

（２）意見の件数：９件 

 

 

■意見の提出方法 

直接持参 ０人 

郵送 ０人 

ファクス ０人 

電子メール ２人 

合計 ２人 

 

 

■意見の内訳 

項目 件数 

全般に関する意見 ０件 

第１章 子どもの読書活動をめぐる動向 ０件 

第２章 第３次計画期間の成果と課題 ０件 

第３章 第４次計画の具体的な取組 ９件 

関係資料 （パブリック・コメント手続の対象外） ０件 

合計 ９件 

 



 

 

３ 意見の概要及び教育委員会の考え方 

№ 

意 見 

教育委員会の考え方 該当箇所 
意見の概要 

章 頁 

1 3 15 成果指標 6「市立図書館と連携した

学校の割合」、成果指標 7「学校図書館

が日常的に開いている学校の割合」に

ついて、達成率 100%をぜひ達成してほ

しい。 

今後事業を進める中で、指標を達

成できるよう、取り組んでまいりま

す。 

2 3 15 成果指標 7「学校図書館が日常的に

開いている学校の割合」について、中

学校の目標値 100%をどのような方法

で達成するのか教えてほしい。 

成果指標７について、学校に対す

る設問内容が従来は「登校時間から

下校時間まで、常に学校図書館が開

館しているか」でした。 

中学校では、生徒指導上の理由等

から授業中に学校図書館を施錠し

ている場合があり、実態と設問が乖

離していることが課題でした。 

このため、試験期間など特別な時

期を除いて、それぞれの学校の可能

な時間帯に学校図書館を開館する

ことを新たな目標としました。 

学校図書館を開く時間帯につい

ては、学校ごとに判断する内容です

が、教育委員会としても学校図書館

を開く時間が広がるよう、働きかけ

てまいります。 

3 3 16･

17 

市立図書館の見学会について、幼児

期は近くの図書館の見学会、小学生は

小学校近くの図書館に、小学生の場合

は１年生で見学に行き、図書館カード

を作成する事業を実施してほしい。 

市立図書館の見学会、その際の図

書カードの発行は、現在も希望によ

り実施しています。 

今後に向けての貴重なご意見と

して承ります。 

4 3 18･

19 

「児童・生徒の読書活動に関わる人

材の育成」の「人材」とは具体的に誰

のことか教えてほしい。 

児童・生徒の読書活動に関わる

「人材」とは、司書教諭や学校司書

をはじめとする学校職員、ボランテ

ィア、市立図書館職員などのことで

す。 



 

 

また、Ｐ18,19で「人材の充実」

と表記されている事業内容と P14

で「人材の育成」と表記されている

事業内容は、同じ事業なので、「人

材の充実」に統一します。 

5 3 18･

19 

小中学校における読書習慣を確立

するための取組として「朝読書」が最

も効果的である。 

「朝読書」に取り組んでいる学校と

取り組んでいない学校があるので、教

育委員会が呼びかけて全ての学校で

実施してほしい。 

「朝読書」は読書活動推進の効果

的な取組だと考えますが、学校ごと

に課題や優先順位が異なります。 

「朝読書」だけを取り上げて、全

ての学校で一律に実施するのでは

なく、「朝読書」の有効性について

実践例を周知していくこと等によ

り、各学校が検討できる材料を提供

してまいります。 

6 3 19 中学生に対する取組として、常に学

校図書館が開館し、機能するためには

学校司書が必要であり、その働きやす

い環境づくりが不可欠だと思う。 

「生徒の読書活動に関わる人材

の充実」には、学校司書の拡充につ

いても含んでいます。 

学校司書の必要性については十

分認識しており、中学校の実態に即

した配置を検討してまいります。 

7 3 19 学校司書配置の拡充について明記

してほしい。 

8 3 21 関連機関・団体との連携について、

学校図書館ボランティアとの連携も

念頭に入れてほしい。 

コロナ禍中でも、工夫して学校図書

館ボランティアの活動の場を設けて

ほしい。 

学校図書館ボランティアは、学校

図書館の充実にとって大切な存在

です。 

計画の実施にあたり、学校図書館

ボランティアとの連携も含めて取

り組んでまいります。 

また、コロナ禍におけるボランテ

ィア活動の在り方については、学校

の実態に即した助言を行います。 

9 3 21 バリアフリー図書の整備を充実し

てほしい。 

今後事業を進めるに当たっての

貴重なご意見として承ります。 

 


